
CONTENTS -テーマ：生活行為向上マネジメント
  1 
　3

      
5

10
11 
12
13

教えて!作業療法「生活行為向上マネジメントの流れ」

インタビュー「希望を生み出す作業療法」 
　　

まんが作業療法物語 
～ 生活行為向上マネジメント編 ～

支部活動紹介

第22回 大分県作業療法学会 報告

以心DEN心

活動報告

●藤田 マユミさん　 ●小合瀬 健志さん

No.24DEN
公益社団法人 大分県作業療法協会 広報誌

作業療法を伝える
NEWS&COMMUNICATION

公益社団法人 大分県作業療法協会

2019.8.26
発行



教えて！教えて！
作業療法

※1：生活行為… 人が生きていく上で営まれる生活全般の行為のこと。家事や余暇活動、趣味、仕事なども含まれる。

生活行為向上マネジメント
人はしたいことができるようになると元気になります。作業療法士は、対象

者の24時間365日の生活スタイルをイメージしつつ、「したいこと」、「して
みたいこと」など、本人にとって大切な生活行為を見つけて具体的な支援策を
考えます。このとき、作業療法士の思考過程を示したものが、生活行為向上マネ
ジメントです。今回はその中の目標設定までの思考過程を体験してみましょう。

まず、これから何を目標に立てるかを考えていきます。 生活場面で『興味があること・関心があること』は
何か？当てはまるものを考えてみましょう。

興味関心のあるものに〇をしてみよう！

今のあなたが「したいこと」「してみたいこと」を整理しよう！
…… 生活行為向上マネジメントの流れ ……

体験してみよう♪

興味・関心事 〇 興味・関心事 〇
掃除・整理整頓 習い事

料理を作る ラジオ体操・ウォーキング

買い物 ゴルフ・水泳・テニスなどのスポーツ

家族・親戚との団らん 将棋・トランプ・テレビゲーム等

読書・音楽・映画 ガーデニング・野菜作り

ボランティア 旅行・温泉

できそうなものをひとつ選んでみよう！
いくつかあれば優先順位をつけよう！

60 代女性
1 年前に脳梗塞を発症し左半身の麻痺が残っている。
家族の支えもあり、なんとか身のまわりのことができ
るようになったが、得意の料理を作ることが難しい。

したいこと！してみたいこと！

①

②

③

孫に団子汁を

作って
あげたい！

❶

あなたの場合 Aさんの場合（例）
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日本作業療法士協会のホームページには、より詳しい説明や事例報告が掲載されています。
日本作業療法士協会ホームページ　http://www.jaot.or.jp/science/MTDLP.html 
TOP 下段バナー「MTDLP（生活行為向上マネジメント）」

したいことは見つかったものの、現状できていない原因は何でしょうか？また、今の自分の強みは何か探
り、具体的な戦略を採るための材料を集めます。例をお手本にしながら原因を考えてみましょう！

自分の『強み』をどのように活かして『いつまでに』何をするのか、という具体的な戦略を立て、目標達成の
ために実行していきます。

「したい！ してみたい！ できない。」の原因を探ろう！

具体的な目標を立てて、今日から行動しよう！

……………… 当てはまる項目はありますか？………………

作業療法士は、あなた
がしたい生活行為をより
細かく分析し、目標達
成に向け支援します。

□ 経験がない　　　　　　  □ 時間がない
□ 健康に不安がある　　　  □ 場所がない　　
□ 周囲の手助けがない　　  □ 交通手段がない
□ 体力がない
□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

□ 経験がある　　　　　　□ 時間がある　　
□ 健康である　　　　　　□ 場所がある　　
□ 周囲の手助けがある　　□ 交通手段がある
□体力がある
□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

❷

❸

あなたの場合

あなたの場合

Aさんの場合（例）

Aさんの場合（例）

□ 体が上手く動かせない
　 （左手に麻痺が残っており、両手で野菜
　  を切ったり、鍋を運ぶことが難しい）

□ 交通手段がない
　 （一人で外出できず、自由に買い物に行ったり、
　  孫に会いに行くことが難しい）

□ 周囲の手助けがない
　 （家族が忙しくて手助けを受けられない）

□ 周囲の手助けがある
　 （近所に友達がいて、以前から
　  互いの家に遊びに行っていた）

□ 経験がある
　 （主婦歴40年）

● 1 か月後の目標
　 近所の友達とお茶会を開く
● 3 か月後の目標
　 友達と一緒に昼食を作って食べる
● 今日からすること
　 ・友達を誘う
　 ・家族の見守りがある時に茶碗を洗う
　 ・自分でお茶を入れる

● 1 か月後の目標
　 　
● 3 か月後の目標
　 　
● 今日からすること
　 ・　

　 ・　

　 ・　

強みを活かして目標設定をしよう 強みを活かして目標設定をしよう

原 因

強 み
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「希望を生み出す作業療法」インタビュー

Q１. 受傷したときの心境と、また絵を描きたいと思うようになった経緯を教えて
　　ください。

藤田さん
　　受傷当初は、体が動かず、顔さえ洗えずに「何で私が、、、」という思いが強かったです。そんな
ある日、病室から見えた海面から昇る朝日がとてもきれいで「私は生かされた」と実感したこと
を覚えています。

　　リハビリが開始となり、少しずつ手指が動くようになりました。塗り絵をしている患者さんを見
ていたら、職員の方が12色の色鉛筆を渡してくれました。塗り絵は、枠からはみ出て上手に塗る
ことはできませんでしたが、絵を描けるようになりたいという気持ちが強くなりました。もと
もと美術の教師をしており、「いつか病室で見たあの朝日を描きたい」と思うようになりました。

Q2. 藤田さんの作業療法を開始したときの状況を教えてください。
小合瀬さん
　　基本的な日常生活動作は何とか一人でできるレベルで、自宅内は伝い歩き、夜間は歩行器を使用されていました。2階
に上がることは困難な状況で、調理はヘルパーさんに野菜を切ってもらうなどの支援が必要な状態でした。

　　ケアマネジャーから「絵を描くリハビリはできますか？」と相談を受けました。藤田さんからも、最終目標は「絵を描
くこと」と想いを聞くことができました。ただ、開始当初は、「絵を描きたい」という気持ち
よりも「この手をどうにかしてほしい」という気持ちが強いようでした。「手指を動かす」と
いう機能面に関わることも大切ですが、今持っている能力を活かしながら、なおかつ今ある能
力で絵を描くことが、目標達成にはとても重要なことを繰り返し説明しました。そのときに活
用したのが、生活行為向上マネジメントシートです。「絵を描く」という行為における現在の
課題に対して、具体的にどのように取り組めばよいかを表にあらわしました。こうすることで、
絵を描く活動自体も、手を動かす最大のリハビリになることや、目標に向かって段階を踏んで
ステップアップしていく流れを、藤田さんとしっかりと共有することができたと思います。

藤田 マユミ さん（写真左）
　中学校の美術教員を定年退職後、ボランティアや公民館指導
員、人権問題行使団に拝命されるなど多忙な日々を送られてい
た。その中で、脳梗塞を発症時に転倒し、頚椎損傷を受傷する。
　現在もリハビリを継続しながら、絵画やボランティア活動を
行う。今後は個展を開催する予定である。

小合瀬 健志 さん（写真右）
2009 年　医療福祉専門学校　緑生館　卒業
2009 年　人間総合科学大学　
　　　　　 人間科学部　心身健康科学科（通信教育課程）卒業
2009 年　湯布院厚生年金病院　入職
2014 年　医療法人ライフサポート　明和記念病院　入職
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今回、脳梗塞発症時に転倒し中心性頚髄損傷を受傷しながらも、
生活行為向上マネジメント※を活用した作業療法により、主体性の
ある生活を再獲得し、社会復帰を果たそうとしている藤田マユミ
さんと、通所リハビリテーションで作業療法を担当した小合瀬健志
さんにお話をうかがいました。

Q3. 実際に絵を描いてみたときの気持ちを教えてください。
藤田さん
　　初めは細い筆が持てず、大きな刷毛を使って描きました。しかし、とても荒いタッ
チの作品となり、私は納得がいかず悔しかったです。周りの方が何とか励まして下さっ
たおかげで、だんだん小さい筆でも描けるようになりました。また、使える道具も増
やし、大きなキャンバスに向かう意欲も生まれました。周りの方々のおかげでなんとか
個展までこぎつけました。

Q4. 支援する際、注意や工夫した点があれば教えてください。
小合瀬さん
　　開始当初は、作業療法中に涙を流されることもありました。きちんと成果を追っていくことを目的に、定期的に握力
などの身体機能を測定し、機能改善していることを、その都度伝えていきました。また、日ごろの生活から自立に向け
た活動を意識していただくため、ご本人だけでなく、ご家族やヘルパーさんなど、藤田さんの生活に関わる方々を巻き
込んでいきました。藤田さんに、日常生活の中で自分でできることを考え実践する、言い換えれば自分自身をマネジメ
ントするという考え方を身に付けていただくよう心がけました。

Q5. 絵を描くようになって生活やリハビリへの意識に変化がありましたか。
藤田さん
　　立った状態で絵を描いていたことで、30分くらい立って仕事ができるようになりました。そうすると歩くことに自信
がつき、外出頻度も増えました。今はタクシーを使って一人で買い物にも出かけています。また最近では、花を植えたり、
庭木を剪定したりと簡単な作業はできるようになりました。いろんなことにチャレンジしてみることで、「思わぬとこ
ろでできることが増えている」と感じています。私が描いた絵を県の美術展に出展できたときは、本当にうれしかった
です。まだ作品としては未熟ですが、自分でできることはやってみようという前向きな気持ちになりました。

小合瀬さん
　　当初は、調理をヘルパーさんに手伝ってもらっていましたが、野菜を切ったり、食器を洗うなど、少しずつできることが
増えています。外出できるようになってからは、ボランティア活動にも参加されるようになりました。目標であった自分で
できることを見つけ実践する、まさしくマネジメントする力がついたのだと思います。

Q6. 今後の目標を教えてください。
藤田さん
　　まだ手足指の麻痺が続き、不自由な事ばかりです。しかし、だからといって甘やか
すことなく常に健常者と同じレベルを目指してリハビリを続けます。

　　もう一つはこの病気は再発する例が多いので、せめて再発する前に今まで作成し続
けてきた絵画や彫刻を発表したいと思っています。幸いに令和元年10月1日から10月6
日までアートプラザでの会場をキープすることにしました。

「手を動かす」リハビリの様子

美術展にて　藤田さんの作品「希望」（写真上）

※：P1「教えて ! 作業療法」参照
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支部活動紹介支部活動紹介

南部支部は佐伯市と津久見市を併せた地域で、所
属施設は17 施設、支部員数は69名（平成30年9月

1日）になり、年々、増加傾向にあります。支部構成員は支部長に加え
て、佐伯市と津久見市に副支部長を各1名づつ配置しております。

支部活動としては、支部連絡交流会、新人歓迎会、作業療法
ミニフェスタ、事例検討会・支部研修会を実施。昨年の新人歓迎
会は佐伯市の居酒屋で行い、和やかなムードで佐伯市議会議員
の参加もありました。作業療法ミニフェスタはOTの広報活動と
して毎年、さいき交通安全フェスタ
に出展しています。地元のスタッフ
も多く認知度も徐々に高まっている
様です。支部研修会のテーマは、事例
検討会のアンケートや新人歓迎会で
支部員の要望に沿った内容を実施し
ており、昨年は『通いの場』について
の研修会を実施しております。

南部支部は行政との関わりが多く、介護認定審査員の参加に
加えて、地域リハ活動として地域ケア会議や介護予防事業等へ
のリハ職派遣など地域リハ活動支援事業に地域リハビリテー
ション支援センターと協力し積極的に関わっております。

大分県作業療法協会は、県内を9支部に分け、それぞれの支部で事例検討会等を行ったり、
地域のイベント等に参加し、作業療法体験や相談会を行っています。

今回は、南部支部と北部支部の活動を紹介します。

北部支部は中津市と宇佐・高田市の会員在中
事業所を合わせた合併支部です。2017年度の

加入事業所は 34 事業所で、旧中津支部に至っては福岡県と県
境にあるため京築支部とも連携が求められる事があります。

支部構成は担当理事、支部長と中津市に副支部長 3 名、宇佐・
高田市に副支部長 2 名を配置しており、他と比較すると役員協
力が充実しているのが特徴です。また積極的な会員が多く、事例
検討会と懇親会以外に北部支部単独研修も設けています。昨年
度の研修ではブランディング研修、
その前年は多職種広域研修を行って
います。こういった独自の取り組み
は、会員の声を活用し、マーケットや
制度の変化、ブランド力、求められる
職種像、資質等を学び有用性や関係
性を高めることが目的です。

北部支部の普及啓発活動としては、高田市のこどもフェスタ
に出店しています。その他、中津市・宇佐市の地域ケア会議アド
バイザーや介護認定審査会審査員にも選出しています。

協力的で積極的会員方が多く、そういった方々に助けられな
がら「顔の見える関係づくり」をスローガンに掲げ、発展してき
たのが北部支部です。

支 部 活 動 報 告 支 部 活 動 報 告南部
支部

北部
支部
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活動取材ノート活動取材ノート

開催日時：平成31年1月20日（日）　9：50 ～ 17：00

開催場所：J：COMホルトホール大分

学 会 長：平野　政治

内　　容：①特別講演：「作業療法の挑戦 ～過去・現在・未来～」
　講　　師：太田 睦美 氏　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　（一社）日本作業療法士協会 監事　/　　　　　
　　　　　　（一財）竹田健康財団 介護福祉本部長代理

　特別講演：「大分県作業療法協会の挑戦」
　講　　師：高森 聖人 　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　（公社）大分県作業療法協会 会長　/　　　　
　　　　　　（株）空色 取締役副社長

②特別企画：「挑戦！未来を見据えて～行政職員として～」
　講　　師：國政 和子 氏　　日田市役所

③トピックス：「高まる作業療法士への期待～発達支援のいま～」
　講　　師：永松 謙一　　博愛こども成育医療センター

④演題発表：一般演題（18演題）

⑤学会長賞表彰式
　学会長賞：吉良 志保 氏　（地域生活サポートケアセンターけいわ）
　　　　　 　「自立訓練（機能訓練）における家庭復帰への取り組み」

　　　　　　吉田 梓沙　（別府リハビリテーションセンター）
　　　　　 　「MTDLPを用いて目標の明確化と不安の軽減に　　
　　　　　　繋がった症例〜訓練・病棟生活での模擬就労の提供〜」

　　　　　　日隈 武治　（大分リハビリテーション専門学校）
　　　　　 　「本校の障がい者スポーツへの取り組み紹介」

⑥機器展示プレゼンテーション：参加企業４社

参加者数：176名（内：県士会会員155名、非会員１名、他職種２名、学生19名）

第22回 大分県作業療法学会
テーマ 「作業療法-道-」  〜 つながる業（わざ）、そして新たなる挑戦（わざ）〜

今回で第 22 回目を迎えた本学会では、特別講演に太田睦美氏をお招きし、ご講
演いただきました。物事が常に移り変わり作業療法があらゆる分野、形で求められ
るようになる中で、「原点に立ち返り」作業に焦点を当てた作業療法を行うことの必
要性をご教授いただきました。それに答える形で「大分県作業療法協会の挑戦」とし
て大分県作業療法協会会長 高森聖人氏からは、大分県作業療法協会の取り組み
や課題についてご講演いただきました。また、特別企画では國政和子氏、トピックス
では永松謙一氏と多方面で活躍されている作業療法士の講演がありました。市役所
で作業療法士として働く國政氏には、作業療法士が医療職という固定概念に捉われ
ず、地域が必要とする場所で働くべきだという作業療法の未来について熱く語って
いただきました。永松氏からは母子保健事業の作業療法士派遣の実態報告があり、
発達支援において作業療法協会へ様 な々支援依頼が届いている中で、一人でも多く
の作業療法士に関わってほしいというお話がありました。一般演題発表では各症例
報告・活動報告に対し、積極的な意見交換が行われており、発表者も聴講者も充実
した勉強ができている様子でした。今回は 3 名の方が学会長賞に選ばれました。

　「作業療法・道～つながる業（わざ）、そし
て新たなる挑戦（わざ）～」をテーマに掲げ、
特別講演、特別企画、トピックス、一般演題
18題の内容で、作業療法の過去から現在

（私たちの足元）までを見つめ直し、さらに
は私たちが新たな作業療法の将来・未来
を築いてく、挑戦する気概を抱く学会になっ
たと確信しています。平成最後の学会を盛大
に終えることができました。これもひとえに
皆様方のご支援の賜物と深く感謝しており
ます。誠に有難うございました。

第22回 大分県作業療法学会
学会長　平野　政治

特別講演

特別企画

学会長賞授与式

学会長より
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活動取材ノート活動取材ノート

子どもの頃から庭の草むしりがとにかく嫌いで、母親に草むしりを言い渡されるたび
草の上っ面だけをちぎっては母にゲンコツをもらっていました。そんな鉄拳を持つ母も
10年前にガンで他界しました。入院し余命1か月の頃の話です。骨転移で痛みが強かった
ので家族は心配で入院を望みましたが、母はどうしても家に帰ると聞かず痛み止めを打
ちながら自宅で生活することになりました。仕事を休んでしばらく実家にいた私は、よっ
ぽど家でやりたいことがあるんだろうなと、思っていました。夏の盛り、おもむろに庭で
草むしりを始めた母に「せっかく家に帰ったんだけん、わざわざこんなことせんでいいた
い」と隣で草をブツリブツリちぎる私。「誰が来るかわからんけんキレイにしとかなんで
しょ」と作業を続ける母。幼い頃から父のいなかった我が家では、子を養い、家を守る役割
全ては母が担っていました。そんな母が最期にやりたかった作業は、家の片付けと子ども
にご飯を作るという、これまでずっと繰り返された日常の営みでした。
私たち作業療法士は、人を「作業的存在」と捉えます。人は何かしらの活動（作業）をせず
にはいられず、作業がその人をかたちづくり、作業をすることで、人・時間・場所とのつな
がりが生まれます。母にとって草むしりや自宅での日常そのものが、役割を実感する大切
な作業だったのだと思います。私が介護老人保健施設に勤務して20年になろうとしてい
ます。作業活動を通じて元気になりご自宅に帰る高齢者の方もいれば、心身の機能低下か
ら自発的な活動が難しく施設で最期を迎える方もいらっしゃいます。障害を負うことでで
きなくなっていることは、可視的で分かり易いのですが、目に見えてこない、自分らしい
作業ができないこと、役割を果たせないことの苦しみや悲しみはあまり気付かれないの
ではと感じます。利用者の方の話に耳を傾けること、目と目を合わせ微笑むことが「いい
一日だった」という思いにつながるよう心がけながらの日々です。私の子どもも小学生に
なり、保護者総出で学校の草むしり作業。赤い小さなカマを買いました。

「草むしりする日」

伝以心DEN心作業療法コラム

豊肥支部　副支部長　 中 村  雅 之  （ニコニコ銘水苑）　
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活動報告 2018年7月▶2018年12月

作業療法一日体験
開催日：平成30年7月1日（日） ～ 8月31日（金）
場　所：会員所属施設（75施設）
対　象：県内高校生
内　容：作業療法の見学、作業療法体験など
体験者：29校　250名

子どもを評価するための基礎知識の整理①
～身体・運動面の発達～
開催日：平成30年7月8日（日）　9:30～15:00
場　所：大分リハビリテーション専門学校　作業療法士科棟
内　容：0歳～7歳までの粗大運動の発達について
講　師：後藤 英子（常務理事/大分リハビリテーション専門学校）
参加者：46名（会員45名、他職種1名）

現職者共通研修Ⅱ
開催日：平成30年7月10日（火）　19:30～21:00
場　所：別府市内南部地区公民館　大会議室
内　容：作業療法における協業・後輩育成
講　師：後藤 宏子（加藤病院）
参加者：28名

認知症アップデート研修会（基礎編）
開催日：平成30年7月22日（日）　9:30～14:30
場　所：J:COMホルトホール大分　409会議室
内　容：①認知症の人を取り巻く現状と課題
　　　　　講師：甲斐 裕介（藤華医療技術専門学校）
　　　　②認知症の障害の本質と認知症原因疾患への理解
　　　　　講師：七朗丸 恵（コスモス病院）
　　　　③行動心理症状の原因背景および障害構造の理解
　　　　　講師：佐藤 友美（常務理事/湯布院病院）
　　　　④認知症作業療法におけるアセスメントとマネジメント
　　　　　講師：真田 康孝（コスモス病院）
参加者：26名（会員22名、他職種4名）

現職者共通研修Ⅲ
開催日：平成30年7月24日（火）　19:30～21:00
場　所：別府市南部地区公民館　大会議室
内　容：職業倫理
講　師：浅倉 秀剛（大分中村病院）
参加者：37名

現職者共通研修Ⅳ
開催日：平成30年8月7日（火）　19:30～21:00
場　所：J:COMホルトホール大分　303会議室
内　容：保健・医療・福祉と地域支援
講　師：田中 学（井野辺府内クリニック）
参加者：34名

子どもを評価するための基礎知識の整理②
～認知・心理面の発達～
開催日：平成30年8月19日（日）　9:30～12:30
場　所：コンパルホール　304会議室
内　容：認知・心理面の発達とADL
講　師：兒玉 敬祐（恵の聖母の家）
参加者：54名（会員52名、他職種1名、学生1名）

子どもを評価するための基礎知識の整理③
～社会性の発達～
開催日：平成30年8月19日（日）　13:30～15:30
場　所：コンパルホール　304会議室
内　容：生活習慣と情緒社会性における発達とアセスメントのポイント
　　　　環境（親子関係・園活動）のアセスメントのポイント
講　師：浅倉 恵子（理事/どんぐりの杜クリニック）
参加者：53名（会員51名、他職種1名、学生1名）

現職者共通研修Ⅴ
開催日：平成30年8月21日（火）　19:30～21:00
場　所：コンパルホール　304会議室
内　容：実践のための作業療法研究
講　師：彌田 剛（藤華医療技術専門学校）
参加者：33名

現職者選択研修
生活行為向上マネジメント基礎研修
開催日：平成30年9月1日（土）　9:30～17:00
場　所：大分銀行ドーム　会議室
内　容：MTDLPの講義、演習、グループディスカッション、
　　　　現場での活かし方
講　師：佐藤 友美（常務理事/湯布院病院）、大田 繁（湯布院病院）
ファシリテーター：大塚 悠貴（黒木記念病院）
　　　　　　　　　村上 義樹（ほしの整形外科クリニック）
　　　　　　　　　濱砂 彰吾（川嶌整形外科病院）
　　　　　　　　　山本 貴美（湯布院病院）
　　　　　　　　　姫野 鈴加（津久見中央病院）
参加者：32名

現職者共通研修Ⅵ
開催日：平成30年9月4日（火）　19:30～21:00
場　所：コンパルホール　304会議室
内　容：作業療法の可能性
講　師：國政 和子（日田市役所）
参加者：38名

「リレー・フォー・ライフ大分2018」への参加
開催日：平成30年9月8日（土）10:30  ～  9日（日）11:00
場　所：大分スポーツ公園広場　大芝生広場
内　容：健康増進普及活動、リハビリテーション相談
参加者：26名（会員23名、会員家族3名）

人材育成道場　地域ケア会議助言者編
開催日：平成30年9月14日（金）　10:00～15:00
場　所：宇佐市勤労者総合福祉センターさんさん館
内　容：①地域ケア会議において作業療法士が果たす役割
　　　　　講師：村田 健太（湯布院病院）
　　　　②グループディスカッション
　　　　　講師：佐藤 　暁（常務理事　井野辺病院）
参加者：7名

現職者共通研修Ⅶ
開催日：平成30年10月2日（火）　19:30～21:00
場　所：コンパルホール　304会議室
内　容：事例報告と事例研究
講　師：矢野 高正（大分リハビリテーション専門学校）
参加者：47名
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発達支援事業における評価の実際
開催日：平成30年10月21日（日）　10:00～15:00
場　所：大分リハビリテーション専門学校
内　容：NK（永松）式簡易スケールを用いた事例評価
講　師：永松 謙一（博愛病院）
参加者：43名

現職者共通研修Ⅷ
開催日：平成30年10月23日（火）　19:30～21:00
場　所：コンパルホール　305会議室
内　容：日本と世界の作業療法の動向
講　師：高森 聖人（会長/株式会社空色）
参加者：43名

生活行為向上マネジメント事例検討会
事例検討会Ⅰ
開催日：平成30年11月17日（土）　13:30～16:15
場　所：大分県作業療法協会ビル
内　容：事例検討会、MTDLPの活用と通所リハとの連携方法
ファシリテーター：佐藤 友美（常務理事/湯布院病院）
　　　　　　　　　大田 　繁（湯布院病院）
　　　　　　　　　山本 貴美（湯布院病院）
　　　　　　　　　真田 康孝（コスモス病院）
コーディネーター：小合瀬 健志（明和記念病院）
参加者：14名

現職者共通研修Ⅸ
開催日：平成30年11月20日（火）　19:30～21:00
場　所：大分県作業療法協会ビル
内　容：事例検討、事例報告
参加者：48名

児童発達支援制度の概要
開催日：平成30年11月22日（木）　19:00～21:00
場　所：J:COMホルトホール大分　409会議室
内　容：制度及び事業の概要と用語の解説、
　　　　地域での発達支援に係る作業療法士の役割
講　師：高森 聖人（会長/株式会社空色）
参加者：46名

認知症アップデート研修会（応用編）
開催日：平成30年12月2日（日）　9:30～11:30
場　所：大分県消費生活・男女共同参画プラザ アイネス　大会議室
内　容：認知症の方への支援
　　　　～アセスメントと支援の方略を学ぶ～
講　師：甲斐 裕介（藤華医療技術専門学校）
　　　　真田 康孝（コスモス病院）
参加者：12名（会員11名、他職種1名）

身体障害領域研修
開催日：平成30年12月9日（日）　9:30～17:00
場　所：大分銀行ドーム　B2-204
内　容：①急性期、回復期の作業療法〈基礎〉
　　　　　講師：鳥越 克志（藤華医療技術専門学校）
　　　　②作業療法士の役割〈チームアプローチ〉
　　　　　講師：松本 菜穂（フロンティア大分営業所）
　　　　③作業療法の役割と実践〈就労支援〉
　　　　　講師：浅倉 恵子（理事/どんぐりの杜クリニック）
　　　　④生活期の作業療法〈終活について〉
　　　　　講師：入口 晴香（デイサービスセンター楽）
参加者：52名

制度対策研修会
開催日：平成30年12月12日（水）　19:00～21:00
場　所：コンパルホール　304号室
内　容： 報酬制度改定後の取り組みに関するシンポジウム
コーディネーター：佐藤 　暁（常務理事/井野辺病院）
シ ン ポ ジ ス ト：山本 貴美（湯布院病院）
　　　　　　　　　小合瀬 健志（明和記念病院）
　　　　　　　　　山田 帆真麗（大分下郡病院）
参加者：39名
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●本誌に掲載している写真については、すべてご本人・施設の了承を得ています。

公益社団法人　大分県作業療法協会
〒870-0038 大分県大分市西春日町3-2 大分県作業療法協会ビル

TEL：097-547-8662  FAX：097-547-8663
http://www.oita-ot.com

リハビリテーションのことや、作業療法
のことで分からなかったり、お困りのこ
とがありましたら、右記までご連絡くだ
さい。
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